有島武郎と韓国文学 (一) : 有島武郎の「小さき者へ」と金東仁の「アギネ」小考 by 金 希貞
韓
国
文
学
に
お
け
る
有
島
武
郎
の
影
響
は
か
な
り
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
特
に一九一○年代に日本に留学した経験を持つ近代文学の草創期の作
家たちにおいて、それは最も顕著である。例えば、金東仁の「心の
浅きものよ」は有島武郎の「宣言」と、「赤い山」は「カインの末
商
」
と
比
較
さ
れ
て
お
り
、
廉
想
渉
の
初
期
三
部
作
が
有
島
武
郎
の
「
生
ま
れ
出づる悩み」や「石にひしがれた雑草」等の影響を受けているとい
う指摘も既になされている。（二また一九一○年代、在日本留学生
たち、例えば『創造」同人たち（金東仁、田榮澤、朴錫胤等）の回
顧
を
見
て
も
有
島
武
郎
は
か
な
り
韓
国
留
学
生
た
ち
に
読
ま
れ
た
存
在
で
あ
っ
たことが分かる。（二）
解放前の学校教育を受けた韓国人にとって、日本語作品はあえて
翻
訳
さ
れ
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
解
放
後
一
九
五
○
年
代まで続いたのであるが、その原因は大体三つに考えられる。ひと
つ
は
、
国
交
の
断
絶
に
よ
っ
て
日
本
の
本
が
正
式
に
輸
入
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
二
番
目
は
、
日
本
の
小
説
を
翻
訳
を
通
じ
て
読
む
世
代
が
ま
だ
生
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
最
後
に
は
日
本
に
対
す
る
敵
対
心
ゆ
え
に
日
本
小
説
へ
の
忌
避
現
象
有
島
武
郎
と
韓
国
文
学
（
二
Ｉ
有
島
武
郎
の
「
小
さ
き
者
企
と
金
東
仁
の
「
ア
ギ
ネ
」
小
考
Ｉ
があったことがあげられる。しかし韓日国交協定条約が締結された
一九六五年六月二十一一日を起点にし、日本文学の翻訳による紹介は
韓
国
社
会
に
洪
水
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
て
く
る
。
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
要
素
が
解消された時代になったためである。（三）このような波の中で有島
武郎の作品も次々と翻訳されるが、それは「小さき者へ」「或る女」
「カインの末育」などである。日本近代文学全集でよく見られるよ
うな類であるが、実際これらの翻訳も韓国で出版された『日本文学
全集』「日本代表短編集』などに収められている。西）
有
島
武
郎
の
作
品
は
比
較
的
多
様
に
翻
訳
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
でも繰り返し翻訳されたのが「小さき者へ」である。これは「或る
女」に比べて量も少なく、息子への父母の熱い愛情が含まれている
ところが、儒教的な伝統がかなり残っている韓国人の心をひきつけ
た
の
だ
ろ
う
。
韓国で有島武郎の作品の翻訳は、一九二○年九月金東仁により翻
訳されたのが初めてであると思われる。（五）その後、朴錫胤の「叶
剋
裂
晉
引
刈
」
（
有
島
武
郎
の
「
小
さ
き
者
へ
」
の
翻
訳
）
が
「
創
造
」
八
金
希
貞
4５
号（’九一二年一月）に掲載される。（六）朴錫胤は当時東京大学の
法学部に在学中の韓国留学生であった。「Ｃ兄に」には「小さき者
へ」がどれほど深い感動を与えたのかがうかがえる。「小さき者へ」
への感動は作品を一気に読んでいく原動力になって現れ、翻訳まで
に
い
た
る
。
彼
は
Ｃ
兄
に
「
「
小
さ
き
者
△
は
芸
術
的
に
も
、
含
ま
れ
た
思
想からいっても有島武郎の作品の中で最も優秀なものである」と褒
め称えている。（七）この「Ｃ兄に」をみる限り、朴錫胤は相当なロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
な
い
生
活
は
、
生
活の死であり、墓場であった。彼をそこまで感動させた理由は、「小
さき者へ」に現れた真率な心情の吐露、張り詰めた前向きな姿勢が
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
文
体
と
相
俟
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
朴
錫
胤
は
有
島
の
子
供
に
対
す
る
「
敬
虚
な
お
母
さ
ん
と
敬
虚
な
父
の
正
し
い
生
活
の
態
度
」
や
「
本
当
に
純
粋
な
人
生
態
度
」
に
感
動
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
自
分の人生に対する悲壮な決意をしながら、「小さき者へ」を翻訳し、
「小さき者へ」を読む読者も必ず自分と同じような感動が得られる
だろうと確信している。（△
本
稿
で
は
、
有
島
武
郎
の
作
品
に
感
銘
を
受
け
た
多
く
の
韓
国
の
作
家
達
の
中から、当時朴錫胤と同じく東京に留学中であった金東仁の作品「ア
ギネ」と有島武郎の「小さき者へ」を中心に見ていきたいと思う。
金東仁は日本の作家をそれほど高く評価していなかったが、その
中で唯一好意を持った作家が有島武郎だったのではなかろうか。（九）
金東仁との関連性が指摘されている有島の諸作品（「宣一一一一口」（一九一
五）、「死と其前後」二九一七）、「小さき者へ」（’九一八）、「カィ
ン
の
末
商
」
二
九
一
八
）
の
発
表
時
期
が
、
金
東
仁
の
留
学
時
期
と
重
な
る
という点も注目に値する。（土そして金東仁は「死と其前後」を誰
よ
り
も
早
い
時
期
に
翻
訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
金
東
仁
の
有
島
と
の五回の出会い（有島への一一一一口及、四箇所、と翻訳一箇所）の中の三
回
が
、
有
島
の
家
族
の
こ
と
、
つ
ま
り
、
安
子
の
死
と
子
供
に
つ
い
て
ふ
れ
た
点であることは示唆するところが大きい。（十二したがって金東仁
が
有
島
の
「
小
さ
き
者
へ
」
の
背
景
を
十
分
知
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
有島武郎の「小さき者へ」と金東仁の「アギネ」を比較した鄭寅
汝氏は両作品の関連性について次のように述べている。「……この
よ
う
に
両
作
品
は
、
標
題
、
主
題
、
構
成
に
お
け
る
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。
」
ま
た
、
「
両
作
品
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
独
特
の
韓
国
的
な
儒
教
の
影
響
も
あ
るだろうが、有島武郎の『小さき者Ｃよりは金東仁の『アギネ』
がより徹底している」という。また金東仁の場合、民族意識を呼び
覚
ま
そ
う
と
す
る
独
自
の
方
法
で
、
当
時
の
植
民
地
教
育
の
状
況
の
中
で
接
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
朝
鮮
の
歴
史
上
の
人
物
に
対
す
る
説
明
を
提
供
し
て
い
る
と述べている。（十二）しかし、鄭寅泣氏の主張は具体的な説明が述
べられていないため、説得力に乏しい。本稿では鄭寅泣氏の論文を
読んで私が抱いたいくつかの疑問点を挙げ、私なりに、有島武郎の
「小さき者へ」と金東仁の「アギネ」の関連性についてより詳しく
再検討したい。はじめに、有島武郎の「小さき者へ」と金東仁の「ア
ギネ」の標題、構成、主題が似ているといえるか、似ているように
みえるが、実際は違うのではないか、次に、金東仁の「アギネ」の
主題が民族意識の鼓吹にあり、朝鮮の歴史的人物が当時植民地教育
4６
まず、有島武郎の「小さき者へ」と金東仁の「アギネ」の標題に
関
し
て
見
て
み
た
い
。
「小さき者へ」は、朴錫胤によって初めて翻訳されたが、この標
題
は
「
小
さ
き
者
へ
」
を
直
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
引
剋
契
晉
引
刈
」
は
韓
国
語
で
「
引
剋
＋
契
十
暑
十
引
刈
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
語
で
直
訳すると、．小さい、幼い）＋（者、物）＋（達、ら）＋（へ、に）」であり、
「小さき者へ」をそのまま韓国語に翻訳した形になる。ちなみに解
放
以
後
翻
訳
さ
れ
た
「
小
さ
き
者
へ
」
は
、
皆
「
引
剋
契
暑
酬
刈
」
と
翻
訳された。（十三）
しかし、「外オⅧ（アギネ）」場合は「斗刀十Ⅷ（アギネ）」の
形態に区分できる。「斗刀（アギ）」は、（｜）幼い子供の愛称、（二）
相手を子供扱いする時の呼称、（三）若い嫁や娘の愛称に使われる。
また「印（ネ）」は（｜）（同種の人の集団．群れの表す語）…たち。
…ら、（一一）（人の名前や称号についてその人の）家族、所、（三）側
・仲間・組の意味で使われる。したがって、「斗刀Ⅶ（アギネヒと
いう言葉は、一般的に「赤ん坊のいる家族」を意味しており、「小
さき者へ」のように誰から誰に向って書くという意味の「へ」の意
味合いは持っていない。「小さき者」はあきらかに有島の息子たち、
すなわち行光、敏行、行三を示しているが、「アギネ」における「外オ
（アギ）」は日煥と玉煥を指しているとも思えるし、子供を持ってい
の
状
況
の
中
で
は
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
最
後に、金東仁の作品の中で「アギネ」はどういう位置を占めている
の
か
、
と
い
う
順
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。
次
は
構
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
有
島
武
郎
の
「
小
さ
き
者
へ
」
は
一九一八年一月、『新潮』に発表された後、『白樺』同人の合著『白
樺の森」（一九一八年三月一一六日、新潮社）と有島武郎著作集第七
輯
「
小
き
き
者
へ
』
二
九
一
八
年
十
一
月
九
日
、
叢
文
閣
）
の
二
回
に
わ
た
り
、
入
念
な
彫
琢
が
加
え
ら
れ
た
。
有
島
武
郎
の
妻
・
安
子
が
亡
く
な
っ
た
の
は一九一六年八月二日である。そして、有島武郎が「小さき者へ」
を
執
筆
し
た
の
は
一
九
一
七
年
十
二
月
八
日
で
あ
り
、
そ
の
四
日
前
に
亡
父
の
一周忌が青山墓地で行われたばかりであった。有島武郎には妻・安
子の死を題材とした作品として「死と其前後」と「実験室」がある
が、「小さき者へ」は母親を亡くした子供へあてたものである。
有島武郎の「小さき者へ」においては、作品に書かれている内容
は
筆
者
有
島
の
〈
事
実
〉
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
〈
書
か
れ
て
い
る
〉
と
い
う
よ
り
、
生
の
感
情
の
吐
露
と
し
て
語
ら
れ
て
お
り
、
語
り
手
で
あ
る
主
人
公
を対象化する視点は作中には存在しない。また「シロヨＣこの貝」「幻
想」「卑怯者」などの私小説的な作品と比べてみても作品としての
造
形
意
識
が
薄
い
点
は
、
日
記
と
か
遺
書
め
い
た
息
子
た
ち
へ
の
手
紙
に
近
い
るあらゆる家を包括的に指しているとも思える。（十四）つまり、一
般
の
人
を
対
象
に
す
る
新
聞
の
連
載
小
説
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
標
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
斗
刀
（
ア
ギ
ヒ
は
、
個
別
的
に
も
、
一
般
的
に
も
使
わ
れる普通名詞であるからである。したがって、「アギネ」を「小さ
き者へ」と同じものと見てはいけないと思う。「アギネ」にはその
表
題
に
お
い
て
す
で
に
有
島
武
郎
の
「
小
さ
き
者
へ
」
と
は
異
な
る
独
自
性
が
現れている。
4７
といえる。（十五）
それに比べて「アギネ」は、「東亜日報』に一九三一一年一一一月一日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
計
二
百
四
回
）
約
八
ヶ
月
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
小説である。（十六）これは有島武郎の「小さき者へ」と金東仁の「ア
ギネ」を分ける一番大きな特徴であると思う。「アギネ」は、平均
四百字詰めで約三枚程度の分量が毎日｛東亜日報』の〈家庭欄〉に
（普通四、五面に載せられた）季サンポムの挿絵と共に載せられた。
当時、それぞれ十二歳と九歳であった自分の息子日煥と娘玉煥に物
語を聞かせるという形式である。柳文善氏は「アギネ」は小説では
なく、父が自分の子供にあれこれ聞かせる話であると述べている。
（十七）しかし「アギネ」の話し手と聞き手の設定が、いくら東仁と
彼の子供という実際の人物であるとしても、内部の物語が虚構の話
を扱ったという点、話がある程度、独立している点、日煥・玉煥以
外の読者を想定して書いている点などは、小説としての要素を備わ
っている。柳文善氏はこの作品を小説と見なさない理由を、作者の
直接的な声の介入に置いている。しかしこれは「アギネ」の作者が
金東仁であり、話しの聞き手が彼の息子の日煥と娘の玉煥であると
いうことを知っていることから生じる混同であろう。即ち、現実と
小説の人物が一致するという点からくる混同である。これはまた、
金東仁が一人称叙述を使ったことや、身近な素材や自分の経験した
こ
と
を
作
品
に
書
く
と
い
う
方
法
は
一
九
二
○
年
代
の
文
壇
の
雰
囲
気
と
関
係
があるかも知れない。（十八）しかし、これも「アギネ」の方法上の
効果であり、金東仁の意図である。
「アギネ」は約十八個の物語から成っており、ひとつの物語の中
にいくつかの物語が入っている場合もある。千九）歴史的な人物（高
句麗、百斉、新羅の建国物語）、仏教・キリスト教の教訓、胃量目
ｚ洞宮、メロスの物語、イソップ寓話等、朝鮮の歴史上の人物から
西洋の童話にいたるまで、素材は多様である。
構成は（二導入部分（父が子供に話をかけるところ、ここで「父」
というのは作者である金東仁を示しており（一一十）、「子供」とは日
煥・玉煥であると同時に小説の読者をさす）（三内部の話（叙述
は
殆
ど
が
一
人
称
視
点
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
興
味
を
か
き
た
て
る
よ
う
な描写。話が途中で終わる時は、次回に（このような導入部分が
繰り返される場合もある。）（三）締めくくり（再び父に戻ってきて
内
部
の
話
の
重
要
な
と
こ
ろ
を
も
う
一
度
確
認
す
る
）
の
三
段
階
で
構
成
さ
れ
ている。
一方、有島の「小さき者へ」場合は、有島が直接子供に語りかけ
ている形が終わりまで続いている。子供の出産から、妻の病気、死
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
を
、
父
と
し
て
の
愛
情
を
こ
め
て
綴
っ
て
い
る
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
入
れ
子
型
構
造
を
も
つ
「
ア
ギ
ネ
」
の
構
造
と
は
、
本
質
的
に
異
なる。主題に関してはどうであろうか。「小さき者へ」の場合、主題は
自分の心情を吐露しながらも、これから人の世の旅にでる子供を励
まし、祝福する父親の深い愛であるが、「アギネ」の主題は最後の
五行にある「美しい品性と性格、行動の持ち主になるように」努力
することである。（’一十二そのような人間になるための要件として
「義、友情、憧慣、忠誠、正直、同情心、」などを挙げている。育ち
行く子供たちに愛をこめて激励する姿勢は共通しているが、「小さ
4８
き
者
へ
」
で
は
有
島
の
感
情
・
心
情
の
吐
露
が
中
心
を
成
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
ア
ギ
ネ
」
で
は
子
供
が
持
つ
べ
き
情
緒
、
豊
か
な
感
情
、
あ
る
い
は
道
徳
・
倫
理
を
強
調
す
る
教
訓
・
訓
示
的
な
要
素
が
強
い
。
また多様な素材の中で一一一分の一ぐらいが朝鮮の歴史的な人物や三
国の建国の史実から採られている点は民族意識を念頭においている
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
鄭
寅
泣
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
金
東
仁
の
独
自な方法であると言えるだろうか。’九一一○年代には『子供』（最
初の子供雑誌、一九一一一一一年一一一月～’九三四年）以後、たくさんの児
童
文
学
雑
誌
が
出
始
め
、
児
童
文
学
の
黄
金
時
代
を
坊
佛
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
児
童
文
学
を
書
く
作
家
と
い
う
の
は
専
門
的
な
作
家
で
は
な
く
、
文
学
の
愛
好
家
、
雑
誌
の
編
集
員
、
言
論
人
、
教
育
者
、
社
会
運
動
家
で
あ
り
、
当
時
の
児
童
文
学
が
民
族
的
な
社
会
・
文
化
運
動
的
な
性
格
を
帯
び
る
の
も
当
然であった。（二十二）現に「アギネ」が連載された「東亜日報」の
〈家庭欄〉でも、「朝鮮史」の連載や子供のための「ハングルの横書
き」や「檀君聖跡巡礼」などが載っている。
また、鄭寅汝氏は「小さき者へ」より「アギネ」のほうがより徹
底していると述べているが、両作品は比較の対象にならない。量だ
け見ても、「小さき者へ」は約十八ページほどであり、（有島武郎著
作集第七輯『小さき者へ」を基準とする）、「アギネ」は約三一一一○ペ
ージの長編である。また、ジャンル（「小さき者へ」はエッセイ、「ア
ギネ」は新聞の連載小説）や読者意識においてもまったく性格を異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
読者設定について考えてみると、「小さき者へ」は有島が自分の
子
供
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
が
、
子
供
が
「
一
人
前
の
人間に育ちあがった時」読まれることを想定していることにもわか
る
よ
う
に
、
大
人
の
レ
ベ
ル
で
書
か
れ
て
い
る
。
当
時
六
歳
・
五
歳
・
四
歳
だ
った子供たちには漢字まじりの、大人向けの雑誌『新潮』は読めな
かったであろう。文字だけではなく、含まれた内容にしても思想に
しても子供に理解してもらうのは無理であり、これは大人の読者を
意
識
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
最
初
に
出
て
来
る
「
お
前
た
ち
も
私の古臭い心持を畷ひ、憐れむのかも知れない。・・・お前たちは遠慮
なく私を踏臺にして、高い遠い所に私を乗越えて進まなければ間違
ってゐるのだ」（有島武郎著作集第七輯『小さき者Ｃ、Ｐ別）に含
まれている「子供崇拝の思想」や（二十一一一）社会的視野、貧困の問題
（Ｕ氏の話）などを見れば、「小さき者へ」は大人向けのものであり、
子
供
を
読
者
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
金東仁の「アギネ」の読者像はまったく異なる。金東仁は「アギ
ネ
」
の
読
者
を
、
子
供
、
或
は
子
供
を
持
っ
た
主
婦
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
子
供
に
合
わ
せ
て
内
容
と
形
式
を
組
み
立
て
て
い
る
。
子
供
は
字
を
読
め
な
か
ったかもしれない。（二十四子供向けの雑誌ではない新聞を読む子
供は、どこの国でも稀である。しかし〈家庭欄〉を見る母親は多か
ったと思われる。彼女たちは子供に読み聞かせたであろう。三十五）
例えば、外国の物語もすべて舞台を朝鮮にし、登場人物もみんな
朝鮮人で設定する。挿絵を見れば登場人物の服装が皆チマチョゴリ
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
メ
ロ
ス
も
サ
ン
ト
ゥ
を
結
い
、
釈
迦
如
来
も
朝
鮮
の
王
子の服装で悩む。胃弓言二ｍ言に登場する盗賊たちさえバジチョ
ゴリである。それに西洋の物語の原文にない韓国式表現を随所に入
れ
て
話
を
滑
ら
か
に
進
行
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
（
十
）
の
「
チ
ョ
ム
ス
ン
の
物
4９
語」の中で、盗賊の洞窟を発見する前の場面でハソバンが歌う「ノ
セノセ、チョルモソノセ」という句をシＨ三目ｚ唇［の人が歌うわ
けはない。（一一十六）
このように金東仁は子供にやさしく理解することができるように、
当時の朝鮮の実情に合せて物語を展開させている。退屈でなく、お
もしろい物語、それに学校の教育では教えられないものまで（感情
と情緒の酒養）様々な素材を用意していた。実際の自分の子供たち
に呼びかけながら、父親として愛情を込めた叙述法は、当時の主婦
たちにリアルに強く訴えかけるものであっただろう。作家として既
に有名になっていた東仁の、子供への教育に対する世の関心も高か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
だ
け
の
宣
伝
効
果
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
読者の設定に対する東仁の態度は、最後の。十九）馬に乗った
オンダル」で、より明らかに現れている。今まで呼びかけてきた日
煥と玉煥の名前は消え、いつのまにか「子供たち」に置き換えられ
ている。これは、我が子から一般読者へと、呼びかける対象が拡大
されたことを意味している。しかし、このことは金東仁が「アギネ」
を書き始めた時から意図されていたものであって、それが最後に表
面化したにすぎない。（一一十七）
最後に金東仁の作品の中での「アギネ」の位置を考えてみよう。
「小さき者へ」は、父から子供に語り掛ける手紙めいたエッセイと
いえるのに対して、「アギネ」は入れ子型構造を持った連載小説で
あることはすでに述べた。ここで注目に値するのは「アギネ」の創
作方法が、金東仁のよく使った創作方法の一つであることである。
金東仁の小説には「私」あるいは「余」という一人称叙述者を通し
て、主人公の話（事件）を読者に伝える二重叙述の観点を採ってい
る短編が相当数ある。例えば「命」（「創造」、一九二一）をはじめ
として彼自身が韓国最初の短編小説であると自負している「船うた」
（「創造』、’九二一）や、「娘の業を担おうと」（「朝鮮文壇」、’九
一一七）、「狂炎ソナタ」（「三千里」、一九一一一一一）、「狂画師」（「野談」、
一九三五）等。これらの一連の作品に流れる一一重叙述の観点は、彼
特有の短編小説の構成方法であるといえる。これらの小説は一人称
叙述者が内部の話を包んでいる入れ子型構造を成しており、この時
叙述者は、読者との間で単純な事件の伝達者、客観的な観察者、或
は、主人公と密接な関係の中での事件の参加者、時には作品中に表
出された作者自身としての役割などの機能をはたしている。
彼は、『朝鮮文壇』に連載発表した小説作法を一元描写体、多元
描写体、純客観描写体の三つに区分して図解を付け加え、作品の例
をあげながらそれぞれの性格と長所、短所を説明している。（二十△
このことからも分かるように、金東仁は小説創作における視点と構
成に対して大いなる関心を持っていた。初期短編から一九三○年代
半ばの「狂画師」にいたるまで一貫して見られる一人称叙述者設定
と、入れ子型構造の構成方式は、かなり意識的なものであったと思
われる。金東仁は「小説作法」で、小説における「彼」は「私」に
置き換えても差支えがないという。そういう観点からみると、「ア
ギネ」の「父」は「私」に置き換えられ、一人称叙述者視点を使用
しているといえるだろう。（二十九）
入れ子型構造は近代小説形成期に二つの重要な機能を果たした。
5０
ひとつはまだ写実主義が確立されていない段階で現実的な話に信頼
感
を
与
え
る
た
め
に
、
も
う
ひ
と
つ
は
話
に
内
包
さ
れ
た
写
実
主
義
の
観
点
が
保守的な世界と相反することを緩和する装置として。（三十）すなわ
ち、話の経緯をまた他の話で語ることによって、虚構と現実の緩衝
空間を形成するのである。しかし、近代小説が本格化した時期には
そ
れ
ほ
ど
現
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
現
実
主
義
の
要
求
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
な
っ
て
、
現
実
を
直
接
に
観
察
し
描
写
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
た
め
で
あ
る。旧韓末には、「だれそれから聞いた話」よりは、「自分の目で見
た
自
分
の
話
」
が
切
実
に
要
求
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
リ
ア
リ
ズ
ム
の
要
求
で
あ
る
。
し
か
し
金
東
仁
の
場
合
、
入
れ
子
型
構
造
の
方
法
が
後
ま
で
多
く
な
っ
て
いく傾向がある。彼の場合は話に内包された非現実的な部分と現実
的な世界が相反する場合、ことを緩和する装置として使われた。す
なわち「アギネ」での父が息子に語る内容が，歴史上の何百年前の
話
で
あ
っ
た
り
、
宗
教
的
な
教
訓
で
あ
っ
た
り
西
洋
の
童
話
で
あ
っ
た
り
し
た
が、これらは当時の朝鮮の状況とはかなりの距離を持っていた。
以上の考察を以って見れば、鄭寅汝氏の論文は若干図式的すぎる
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
金
東
仁
に
お
い
て
は
民
族
意
識
、
モ
ラ
ル
、
作
家
と
し
て
のプロ意識などが絡み合い、複雑な様相を呈しているからである。
（註）
（｜）廉想渉と有島武郎の比較文学的な考察に、金允植教授の『廉
想渉研究』（ソウル大学出版部、一九八七）と論淑子氏の
論文「廉想渉と有島武郎Ｉ初期三部作を中心に」（「比較文
学
』
二
十
輯
、
一
九
九
五
、
十
二
韓
国
比
較
文
学
会
）
が
あ
る
。
（一二「創造』同人であった田榮澤の回顧の中の有島武郎に関す
る記述は次のようである。
「…私が日本で中学校に通った時はアンデルセンの童話も
お
も
し
ろ
く
読
ん
で
、
日
本
の
作
家
の
も
の
と
し
て
は
夏
目
漱
石
と
国木田独歩と有島武郎の小説を読み、外国のものではシェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
ゲ
ー
テ
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
特
に
チ
ェ
ー
ホ
フ
と
ア
ン
ドレーエフのものを愛読した。（「私の文壇自叙伝ｌその時
代の私の生活回顧記」、「田榮澤全集」三巻、ｐ五○四）
「…当時隆盛した日本文壇に対し、特に夏目や有島武郎な
どの文学を羨んだし…、同上、ｐ五○五）
（三）金乗詰「韓国現代文学翻訳文学史研究上」、乙酉文化社、
ｐ
一
四
三
～
一
四
四
（四）韓国における有島武郎の翻訳本のリストは、尹相仁教授を
中心に漢陽大学校の日本語日本文学科で作られた「日本文
学
の
韓
国
語
の
翻
訳
現
況
に
関
す
る
調
査
二
九
四
五
～
一
九
九
七と（尹相仁の他四名、『漢陽日本学」第六輯、漢陽日本
学
会
、
一
九
九
八
、
三
を
参
考
と
し
た
。
こ
れ
は
一
九
四
五
年
以
後
の
日
本
文
学
の
翻
訳
現
況
を
知
る
た
め
に
は
役
に
立
つ
資
料
で
あ
るが、単行本だけを調査の対象にして調べられたこと、’
九四五年以前の資料、すなわち文芸雑誌に載せられた翻訳
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
点
な
ど
、
不
充
分
な
と
こ
ろ
を
持
っ
て
い
る
。
「「小さき者へ」、「世界短編文学全集（東洋編こ、趙演
眩
、
啓
蒙
社
、
一
九
六
六
一一、「カインの末商」、『日本代表作家百人集二、方基煥、
5１
希
望
出
版
社
、
一
九
六
六
三、「カインの末商」、『日本短編文学全集一』、方基煥、郭
夏
信
、
新
太
陽
社
、
一
九
六
九
四、「小さき者へ」、「日本短編文学選」、郭夏信、乙酉文化
史
、
一
九
七
三
五、「或る女」、「世界文学全集八十八』、郭夏信、乙酉文化
史
、
一
九
七
四
六、「小さき者へ」、「世界文学全集九十四・日本短編文学
選』、郭夏信、乙酉文化史、一九七五
七、『惜しみなく愛は奪う．小さき者色（正音文庫）、趙
演
眩
、
正
音
社
、
’
九
七
五
八、「カインの末商」、『日本文学大全集十罠洪ユンギ、東
西
文
化
院
、
’
九
七
五
九、「小さき者へ」、『世界代表短編文学全集九員趙演眩、
三
喜
社
、
一
九
七
六
十、「小さき者へ」、「日本短編文学選・乙酉文庫二○六』、
郭
夏
信
、
乙
酉
文
化
史
、
一
九
七
六
十一、「カインの末蕎」、『日本文学大全集九」、供ユンギ、
大
湖
出
版
社
、
一
九
七
八
十一一、「小さき者へ」、「現代世界短編文学一一一五○人選十二』、
趙
演
眩
、
両
右
堂
、
一
九
八
八
（五）有島武郎の「死と其前後」は金東仁により一九二○年九月
『曙光』に翻訳されたが、惜しくも「｜場」までにしか翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
（六）有島武郎の「小さき者へ」は三回にわたって修正を加えら
れ
て
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
朴
錫
胤
の
手
本
に
な
っ
た
の
は
、
有
島
武
郎
著
作
集
第
七
輯
『
小
さ
き
者
Ｃ
二
九
一
八
年
十
一
月
九
日、叢文閣）であると考えられる。
（七）「Ｃ兄に」、『創造」八号、一九一一一、Ｐ一一二～一一一一一
（
八
）
朴
錫
胤
は
一
九
一
九
年
六
月
九
日
と
同
じ
年
の
七
月
六
日
に
「
小
さ
き
者
へ
」
を
二
回
読
ん
で
、
そ
の
感
動
を
皆
に
伝
え
る
た
め
に
一
九
二○年十一月十一一日夜に翻訳をしたとある。（「Ｃ兄に」、『創
造」八号、’九一一一、Ｐ’一一一～’’三）少なくとも朴錫
胤は「小さき者へ」を三回以上は読んでいるだろう。
（
九
）
彼
の
唯
我
独
尊
的
な
考
え
方
や
、
当
時
、
日
本
留
学
を
経
験
し
た
作
家
ら
の
日
本
文
学
と
の
影
響
関
係
を
意
識
的
に
隠
そ
う
と
す
る
傾
向
な
ど
も
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
有
島
武郎は例外であった。金春美教授は「金東仁研究』（高麗
大
学
民
族
文
化
研
究
所
、
’
九
八
五
、
Ｐ
一
五
二
で
、
金
東
仁
が
言
及
し
た
十
二
名
の
日
本
作
家
を
並
べ
て
、
そ
の
中
で
彼
が
一
番
多
く（四回）しかも肯定的なイメージで言及しているのが、
有島であると述べている。
（十）拙稿「金東仁の初期作品と『白樺』の文芸運動」、『金沢大
学国語国文』第二十三号、一九八八参照。
（
十
二
有
島
武
郎
の
妻
・
安
子
の
死
と
関
わ
る
有
島
武
郎
と
そ
の
子
供
に
つ
い
て
ふ
れ
た
と
こ
ろ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
｜、「母のいない子供！」どんなに寂しくて哀れな言葉か。
日
本
の
小
説
家
の
有
島
武
郎
が
こ
の
よ
う
に
い
っ
た
の
を
、
父
は
5２
覚えている。有島武郎にも母のいない子供が何人かいた。
母
の
い
な
い
子
供
た
ち
は
、
父
の
下
で
大
事
に
育
て
ら
れ
て
い
た
。
ある雑誌社から「あなたは何が一番幸せですか」と聞か
れ
た
時
、
彼
は
自
分
が
思
っ
た
と
お
り
率
直
に
「
た
だ
一
人
の
母
を持って、母が今も生きていることです」と答えた。何
気
な
く
答
え
た
が
、
ふ
と
自
分
の
下
に
い
る
、
母
の
い
な
い
子
供
を思って、大変すまなかったと述べている。」ヨアギネ」
の中の「海賊の娘」、一九三一一年五月一日、「東亜日報」）
二
、
「
文
学
者
で
あ
る
有
島
武
郎
が
あ
る
文
章
で
、
『
子
供
が
生
ま
れ
てからようやく子供のありがたさが分かる』と書いたが、
印
刷
所
の
あ
る
職
人
が
、
「
子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら
よ
う
や
く
父
母のありがたさが分かる』と直したという。父母のあり
が
た
さ
と
い
う
の
は
、
我
々
の
常
識
で
あ
る
。
子
供
の
有
り
難
さ
と
い
う
の
は
、
新
し
い
真
理
で
あ
る
。
こ
の
有
島
武
郎
の
話
は
、
単
な
る
奇
驚
な
言
葉
だ
と
軽
蔑
す
べ
き
で
は
な
い
。
子
供
が
生
ま
れ
、
し
み
じ
み
と
考
え
て
み
る
と
、
父
母
な
る
も
の
は
、
痛
切
に
，
子
供
の
有
り
難
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。
（「息子の徳」、『毎日新報』、一九三五年七月十八日）
三、「死と其前後」の翻訳によって、安子が病院で息を引
きとるまでの経緯がよく分かる。ここに載せていない有
島への言及は註（十）を参照。
（十二）鄭寅泣、「韓日近代比較文学研究』、修書院、一九九六、ｐ
二
六
四
（十三）註（四）参照。
（十四）ハングル学会、「韓国語大辞典』、語文閣、一九九四
（十五）大里恭三郎、「『小さき者Ｃ論ｌもう一つの遺書－」、「国
文学解釈と鑑賞』、一九八九年二月
（十六）（一）「序」から（十三）「神武大王と弓巴」までは、「ア
ギネ」という標題で一三七回（三月一日～八月十一一日）連
載されたが、（十四）「浮び上がる太陽」から「馬に乗った
温達」までは、「アギネ」という標題はつけてない。しか
し、作家（金東仁）と挿絵（李サンポム）もそのままであ
り、内容上でも形式上にも「アギネ」の連続である。また、
『東亜日報』連載以後に金東仁が出した「アギネ」にも「花
郎徒』（漢城図書、一九四九）及び『金東仁全集」の「ア
ギ
ネ
」
に
も
、
「
馬
に
乗
っ
た
温
達
」
ま
で
が
入
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
三
六
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
と
述
べ
た
柳
文
善
氏
と
鄭
寅
泣
氏
の
指
摘
は
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
確
に
い
え
ば
「
ア
ギ
ネ
」
は
、
二
○
四
回
（
八
ケ
月
）
に
わ
た
っ
て
『
東
亜
日
報』に連載されている。
（十七）柳文善、「反近代主義の一面ｌ「アギネ」・「割れた水甕」の
場合ｌ」、『金東仁全集皿』、朝鮮日報社、一九八八、ｐ三
九八
（十八）一九二○年代の韓国近代文学における私小説的な傾向は、
日
本
の
私
小
説
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
金
学
東
教
授
は弓創造』派以後の近代文学の初期小説が素材を身近に
求
め
て
書
く
よ
う
な
私
小
説
的
な
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
は
日
本
の
自
然
主
義
小
説
の
独
特
な
私
小
説
的
な
形
式
か
ら
借
用
し
た
の
に
違
5３
いない」と述べている。（『韓国文学の比較文学的研究』、
｜
潮
閣
、
一
九
七
三
ま
た
李
在
銑
教
授
は
「
日
本
の
私
小
説
は
韓
国
に
お
け
る
一
九
二
○
年
代
の
一
人
称
小
説
な
い
し
一
人
称
叙
事
的
自我の登場に少なくない影響を与えただろう。」と指摘し
ながら、その根底に朝鮮の古典文学の単純形態が潜在的に
あったと述べている。（「叙述者の役割と叙述類型」、「韓国
短編小説研究』、｜潮閣、’九九七、ｐ八七、八九）
（十九）「アギネ」は一九一一一一一年三月一日～十月一一一十一日まで「東
亜日報』に連載されたが、その後一九四九年に「花郎徒」
（
上
。
下
券
）
の
標
題
で
漢
城
図
書
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
そ
し
て
朝
鮮日報社で刊行された『金東仁全集』は「花郎徒』を基と
して刊行された。東仁は『花郎徒』を刊行する時、『東亜
日報」の連載版に修正を加えたが、本稿の内容は「東亜日
報』の連載版を参考としている。
次は「アギネ」の内容の要約である。
｜、序一～三（一九一一一一一、一一一、｜～一一一、三）：愛する息子
の
感
情
と
情
緒
の
酒
養
の
た
め
で
あ
る
と
執
筆
の
動
機
を
明
か
す。
一一、少年武将の戦死一～十一（三・四～一一一・十一一一）：義の
た
め
の
勇
気
あ
る
死
を
感
受
し
た
少
年
バ
ン
ク
ル
と
ク
ァ
ン
チ
ャンの物語。義気を育てよ。
義一～一一（三、十六～一一一・十七）
義一一一～八（一一「十八～一一一・二十五）弥勒｜～十：イ
ル
ス
老
人
の
物
語
。
同
情
心
と
義
侠
心
を
育
て
よ
。
一一一、義侠心（「「アギネ」’一十三」一一一・一一十六）：チュクチ
ュクの物語。
四、殉教者一～十一一（三・一一十七～四、八）：英国の殉教
者
ト
ー
マ
ス
の
話
五、堤上の忠誠。｜～十一（四・九～四、十九）朴堤上の
物語。主君のため命を捧げる
六、海賊の娘一～十一（五・｜～五、十四）：陸地を憧慣
す
る
チ
ェ
ョ
ン
の
話
。
未
知
に
対
す
る
憧
惰
心
を
女
は
持
た
な
ければならない。
七、釈迦如来一～十三（五、十五～五・一一十八）：釈迦如
来の一代記。
八、友人一～十四（五・一一十九～六・十二）：貴男とマク｜
トンイの友情。深い友情は社会的・経済的な状況を超認
越する◎
九、チョンスンの物語一～十一一（六、十四～六・二十六）：
観
察
の
力
。
時
計
と
蒸
気
の
発
明
、
人
力
説
。
ア
ラ
ビ
ァ
ン
ナ
イトの一話（召使いのチョンスンが主人のハソバンの
命を助けた話）
十
、
チ
ヨ
ハ
ッ
プ
ソ
ム
ン
の
息
子
｜
～
十
（
六
・
二
十
七
’
七
・
十
）
；
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
十一、忠言一～十（七・十一～七、二十一）：聖忠の物語。
良
い
言
葉
は
耳
障
り
で
あ
る
。
十一一、宵の星一～十三（七・二十一一～八、四）：聖書の
〈
主
人
と
召
使
い
〉
の
物
語
。
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
の
幼
（’’十）連載が始まってから四日目の三月四日の「アギネ」には、
東
仁
を
坊
佛
さ
せ
る
人
物
が
も
の
を
書
い
て
い
る
姿
が
挿
絵
に
載
せ
られている。三月十六日付の「義」の初めの部分と五月二
十七日付の「釈迦如来十二」にも、東仁の挿絵が見られる。
父と作家を同一人物にしようとする意図がうかがえる。
（一一十一）一九三一一一年五月十四日、『朝鮮日報』に発表した「新聞
小
説
を
ど
の
よ
う
に
書
く
べ
き
か
」
に
は
、
「
小
説
だ
け
で
は
な
く
、
い
と
き
の
話
。
金
東
仁
の
体
験
。
李
ヒ
ョ
ン
ス
と
朴
ト
ォ
シ
ッ
クの話。ずる賢いことより生真面目のほうがいい。
十
三
、
神
武
大
王
と
弓
巴
一
～
八
（
八
・
五
～
八
・
十
一
一
）
；
愚
か
な弓巴の悲惨な終末。
十四、浮び上がる太陽一～十九（八、十三～九、十四）；
朱
蒙
の
話
父を探して一～十（九、五～九、十四）；琉璃王の話。
（浮び上がる太陽二十～二十九）
十
五
、
兄
と
弟
一
～
八
（
九
、
十
五
～
九
、
一
一
十
三
）
；
類
利
と
沸流、温の話。
十六、耀く井一Ｐｌ～六（九、一一十八～十、三）；朴赫居世
か
ら
脱
解
に
い
た
る
新
羅
初
期
の
話
。
十
七
、
骨
肉
一
～
十
二
（
十
、
五
～
十
、
十
六
）
；
後
日
美
天
王
に
な
っ
た
乙
佛
の
話
。
身
近
の
家
族
か
ら
愛
せ
よ
。
十八、馬に乗った温達一～十一一（十、十九～十、三十一）；
温
達
・
平
岡
王
女
の
話
。
何
事
に
も
誠
心
を
尽
く
す
こ
と
。
最
後
の
五
行
こ
そ
小
説
全
体
の
命
を
左
右
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
最
も気をつかうべきである」と述べている。
（二十二）李在徹、「児童文学の理論』、蛍雪出版社、一九九四、ｐ
八
十
六
（’’十三）菊地寛、『帝國文学』、’九一八、｜｜、ｐ一三七
（二十四）第二次朝鮮教育令（一九二一一年改正）によると、玉煥（九
歳）と日煥（十二歳）が普通学校に正常に入ったとしたら、
四
年
と
六
年
に
あ
た
る
。
当
時
の
普
通
学
校
の
朝
鮮
語
・
漢
文
の
時
間
数
は
毎
週
、
四
年
の
場
合
は
三
時
間
、
六
年
の
場
合
は
二
時
間
で
あ
る
。
日
本
語
が
四
年
の
場
合
十
二
時
間
で
あ
り
、
六
年
の
場
合
九
時
間
で
あ
る
こ
と
を
み
る
と
約
四
分
の
一
に
あ
た
る
。
（
鄭
在
哲
・
孫仁珠共著、『教育史」、教育出版社、一九七五、ｐ六九）
（二十五）「東亜日報』の一九一一一一一年四月十八日の「家庭欄」には
「
父
母
と
先
生
の
完
全
な
指
導
の
下
に
新
聞
を
子
供
に
も
読
ま
せ
よ
う」という記事が載っている。これはコロンビア大学教授
の
子
供
の
読
書
教
育
に
関
す
る
指
導
方
法
を
基
に
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
子
供
に
社
会
を
見
る
目
と
正
し
い
読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
の
に
、
新
聞
が
重
要
な
役
割
を
は
た
す
こ
と
か
ら
、
親
と
先
生
が
子
供
と
一
緒
に
新
聞
を
読
む
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
当
時
の
朝
鮮
社
会
に
は
、
子
供
の
読
者
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
と
思
う
。
ま
た、「アギネ」が掲載された当時の「東亜日報』の〈家庭
欄
〉
を
み
る
と
、
婦
人
病
や
子
供
教
育
の
あ
り
方
、
な
ど
に
つ
い
て
の
記
事
が
多
く
、
子
供
を
育
て
る
母
親
の
教
育
方
法
が
載
せ
ら
れ
て
いる。
5５
五
六
輯
二
九
九
五
・
六
）
が
あ
る
。
（三十）羅乗哲、『文学の理解」、文藝出に
（一 三十
七
）
金
東
仁
は
小
説
作
法
の
方
法
論
に
つ
い
て
か
な
り
意
識
的
で
あ
っ
た。彼は新聞というメディアの特徴をよく見抜いていた。
「アギネ」の書かれた翌年の『朝鮮日報』（一九三三、五、
十
四
）
で
金
東
仁
は
、
新
聞
小
説
の
要
件
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と
興
味
を
惹
く
小
説
で
読
者
を
確
保
せ
よ
と
す
る
新
聞
社側の要求をよく理解している。あきらかに彼は新聞小説
を
書
く
際
、
読
者
の
興
味
を
そ
そ
る
文
章
を
書
き
、
し
か
も
一
回
分
の連載がそれ自体完結した面白さを持つように努めている。
（
二
十
八
）
金
東
仁
の
一
元
描
写
、
多
元
描
写
、
純
客
観
描
写
と
、
岩
野
泡
鳴
の
描
写
論
を
指
摘
し
た
論
文
が
あ
る
。
美
仁
淑
、
『
自
然
主
義
文
学
論二、一九九一年、金春美、『金東仁研究』、高麗大学、
’九八五、鄭寅汝『韓日近代比較文学研究』、修書院、’
（二十六）これは昔から韓国で一般民衆たちがよく歌ってきたもの
であり、意味は「遊ぼう、遊ぼう、若い内に遊ぼう」（直
九
九
六
一十九）一人
）
一
人
称
叙
述
者
設
定
と
入
れ
子
型
構
造
は
、
国
木
田
独
歩
の
ス
タ
イ
ル
で
も
あ
る
。
国
木
田
独
歩
と
の
比
較
論
文
と
し
て
は
、
丁
貴
連
氏の「韓国の近代文学における国木田独歩の受容の諸様相
ｌ田榮澤、金東仁、季光洙を例としてｌ」（「朝鮮學報』百
訳）である。
文
藝
出
版
社
、
一
九
九
四
5６
